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研究成果の概要（和文）：これまでのマスターズスポーツ大会は各国において様々な恩恵を主催地にもたらしたことが
明らかとなった。生き甲斐やアクテイブエイジング等の個人レベルの「人生」の活性化を中心に、対人交流、地域交流
、国際交流、マスターズスポーツに特徴的な世代間交流を含めたコミュニケーションと相互理解の活性化、また、観光
・スポーツ産業に代表される経済活性化が期待できる。また、大会の開催が起爆剤となり、生涯スポーツやスポーツツ
ーリズムの文化振興を加速化させる。さらには躍動する中高年アスリートの姿が、これまでのネガティブな加齢観や高
齢者像のステレオタイプを払拭し、明るく活力に満ちた人生観を育む教育的・啓発的効果も期待できる。

研究成果の概要（英文）：The masters sport events have offered various benefits to the host cities in the 
world. The benefits are related to the revitalization of “life” at the individual level of the active 
aging people, people-to-people exchanges, regional and international exchanges as well as the 
inter-generational exchanges, mutual understanding, economic revitalization through tourism/sports 
industries. They serve as a trigger for accelerating the cultural promotion of life-long sports and 
tourism. The dynamic senior athletes will also rid of the prejudice about the negative images of aging 
and older people and foster educational and enlightening effects for brighter and vigorous life images.

研究分野： スポーツ社会学

キーワード： 生涯スポーツ　マスターズスポーツ　スポーツイベント　スポーツプロモーション
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１．研究開始当初の背景 
人口の高齢化と中高齢期における人々の

意識とライフスタイルの多様化と共に、中高
年におけるスポーツ参加に対する志向とニ
ーズも拡がりを見せている。かつて経験した
「目標や記録に挑む」、「技を磨く」、「技を競
う」、「緊張感や達成感を味わう」等の、スポ
ーツの本質的な楽しみ方や目的を、中高年期
においても本格的に実践する熟年スポーツ
競技者が増加しており、その実践の重要な受
け皿としてマスターズスポーツイベントが
各地で開催され、現在、国内外で約 517 のス
ポーツ種目に及ぶ世界、複数国、全国、地域
レベルの各種大会が確認されている。これら
の大会では、主催者団体の組織化や大会プロ
グラム開発、普及啓発キャンペーン事業を通
じて、人生後期においても様々なスポーツ競
技への機会を提供していこうとする、従来の
中高年スポーツ振興の枠に捉われない推進
活動が精力的に展開されている（神戸大学マ
スターズスポーツ振興支援室：マスターズス
ポーツイベントに関する国際調査、2010）。
このような推進・普及活動が見られる一方で、
マスターズ参加者は、体力とスポーツ技能に
秀でた高齢者の特殊集団としてのイメージ
が先行し、マスターズスポーツ振興の社会的
意義や価値への疑問や、社会的な認識や支援
を得られえにくい声と実情が多くの関係者
から報告されている（国際運動老年学会・マ
スターズスポーツシンポジウム 2008、国際
スポーツ文化振興連盟会議 2011）。このよう
な認識を変えていくため、海外では北欧米諸
国を中心に、マスターズスポーツ大会の開催
がもたらす効果として、出場する中高年者の
エンパワーメント、充実感、生きがいづくり
等の人生の活力化と活性化、家族、地域、世
代等の交流促進、スポーツ・レジャー・観光
産業の市場拡大と経済活性化、さらには、生
涯スポーツを実践する中高年モデルとして
の影響力や教育的意義に関心が注がれ、メデ
ィア等での情報発信の兆しが見られる。学術
面においても、マスターズスポーツ参加者を
対象とした生理学的研究やトレーニング論、
参加者の動機や継続要因分析を中心とした
心理学的な研究成果は見られるものの、社会
学的・文化論的な視点から、マスターズスポ
ーツ大会がどのような効果を生み出し、それ
らが生涯スポーツや地域スポーツの振興視
点の中でどのような可能性をもつのかにつ
いて議論された研究知見は非常に乏しい。さ
らには、国内外でマスターズスポーツ大会の
開催数が増加している傾向が明らかになっ
ているものの、それらの大会内容や運営方法
に関するマネジメント研究からの分析情報
や、どのような効果を生み出しているかとい
うイベント評価研究からの分析情報も限ら
れている。この結果、「マスターズスポーツ
大会がどのように開催され、どのような効果
を生み出しているか」という基本情報が不足
している。本研究では、世界的に拡大してい

るマスターズスポーツ大会の情報を網羅し、
大会マネジメントと開催効果の実態を国際
的視野から明らかにする。 
 
２．研究の目的 
本研究では、国内外で拡大している中高年

スポーツ競技者を対象としたマスターズス
ポーツ大会に着目し、これまで収集された世
界、複数国、全国、地域レベルの大会情報（合
計 826 件）に関する資料分析と、それらの大
会主催団体に対する調査を実施しながら、大
会主催組織開発、プログラム開発、啓発キャ
ンペーン事業に代表される大会マネジメン
トの実態を把握すると共に、それらのマネジ
メントによって、大会出場者や開催地域に対
し、どのような便益をもたらしているのかに
ついて開催効果分析を行う。これらの分析は、
多くの開催国による大会マネジメントと開
催効果の概念化と明確化に着目し、我が国の
マスターズスポーツの視点から中高年スポ
ーツ振興の可能性と将来ビジョンの提案を
試みた。 
 
３．研究の方法 
本計画においては大きく２つの研究計画

で構成される。１つ目は、国内外のマスター
ズスポーツ大会事例（全 826 ケース）を対象
とした、各マスターズスポーツ大会のマネジ
メントと大会開催効果に関する資料の内容
分析と質問紙調査であり、開催効果の評価デ
ータを有した先駆的大会については各大会
の主催者に対する詳細なインタビュー調査
を実施した。２つ目は、これらの各大会単位
の分析から得られたデータにより国際的研
究の視点から、類似性と相違性を明らかにし、
特に我が国の大会の成果や今後の課題を検
討した。 
 
４．研究成果 
マスターズスポーツ大会の開催種目のマ

ネジメントについては、開催競技と男女・年
齢カテゴリーのプログラムミックスが重要
視されている。代表的な開催競技としては、
陸上競技、バドミントン、バスケットボール、
カヌー、サイクリング、ゴルフ、オリエンテ
ーリング、ボート、射撃、サッカー、スカッ
シュ、水泳、テニス、トライアスロン、ウェ
イトリフティング、野球、ダイビング、フィ
ールドホッケー、室内クリケット、柔道、ロ
ーンボウルズ、ネットボール、ラグビー、ラ
イフセービング、ボーリング、タッチラグビ
ー、バレーボール、ウォーターポロであり、
これらの競技には最低年齢だけをクリアす
れば、参加したいスポーツ競技に登録できる
オープンイベント形式が主流であった。また、
多くの参加者は自分自身を代表するもので
あり、ナショナルチームや団体、国からの公
式的な代表選手は少なく、チームスポーツに
おいては、１つの国から複数のチームの参加
が可能であり、複数の国からの参加者が集ま



り多国籍チームを結成し参加することも認
められている大会も存在した。 
年齢カテゴリーは５歳もしくは 10 歳ごと

であり、これらのカテゴリーは特別の規則が
ない場合には、男女ともに同様であった。男
女別の年齢カテゴリーごとに金銀銅のメダ
ルが各勝者に授与され、通常、競技参加者数
に関わらず３位以内までメダルが授与され
る。多くの開催競技は、一般的には熟年スポ
ーツとしては不適切と思われがちであるが、
それらの開催実績は、各年齢層で熟年者が競
技者としてスポーツを楽しみたいというニ
ーズの存在を知らしめながら可能性を発信
していくという意味で、イベント自体が強力
な生涯スポーツプロモーション媒体の役割
を担っていることが予測される。 
競技場と宿泊施設のプレイスミックスと

プライスミックスのマネジメントを分析し
たところ、すべての競技会場は、高基準から
の競技環境を選手に提供することを目標と
しており、各競技の国際スポーツ連盟の規則
に準じた水準が期待され、質的レベルに加え、
多くの参加者数を受け入れることのできる
量的レベルも大会準備で考慮されているケ
ースが多い。また、競技場だけではなく、観
戦・応援者用の座席、メディア施設、医療・
救急処置施設、トイレ、更衣室とシャワー、
飲料水提供、競技結果のサービス提供、駐車
場、公共交通へのアクセス、緊急事態のサー
ビス等が総合的に検討されている。できるだ
けこれらの施設とサービス環境が集約され
ていることが多種目開催大会には求められ
る傾向が示された。例えばメルボルンでの世
界大会では、２９種目のスポーツが６２ヶ所
の会場で実施されたが、３分の２の種目は大
会センターから 20ｋｍ以内に設定された。こ
れらの集約性が、選手が複数種目へ参加する
ことを可能にし、選手や同伴者の交流を促進
するための重要な要素となっていることが
示された。交流を重視したセッティングは、
メダル・プレゼンテーションも行われる競技
別パーティーの開催や、クラブマスターズ
（club masters）と言われる、会場近くに配
備されたマスターズ選手専用レストランバ
ーの配備にも見られ、参加者たちの憩いの場
であると同時に、大会記録や自己タイムをチ
ェックできる情報センターとして機能して
いる。 
多くのマスターズ大会では、複数の国から

参加するため、ホテル、ユースホステル、モ
ーテル、大学寮、キャンプ施設、ホームステ
ィに及ぶ様々な宿泊施設を、競技参加者や同
伴者、その他の大会関係者のために準備して
いる。全国レベル以上の大会における参加料
には、記念品グッズを主とする大会パッケー
ジ、参加証、全競技会場のフリーパス、市内
のレストラン・スポーツショップのディスカ
ウントチケット、公共交通機関のフリーパス
が含まれている、同伴者も参加者の約３分の
２の金額を支払えば、参加証を含めた同伴者

専用パッケージが提供されるケースも見ら
れた。多くの世界大会では、海外、国内各州、
自州の参加目標を設定し、国内外でのオフィ
シャル・トラベル・エイジェンシーと契約し
た上で、各地域からの宿泊・交通費を含めた
安価な参加パッケージを工夫し、費用の利益
と恩典をプロモートしている傾向が見られ
る。 
参加者獲得のためのプロモーションミッ

クスに関するマネジメント分析では、生涯ス
ポーツの祭典という目標達成に対して直接
的な成果指標となる大会参加者数の確保は
最重要課題であることがうかがえた。これま
での組織的な取り組みとしては、１）国のス
ポーツ組織から世界の該当の競技種目組織
への連絡と、大会参加を勧誘するための嘆願
書の提出、２）国際スポーツ連盟の役員や技
術代表者へのＰＲ活動、３）国内外の各スポ
ーツ連盟に対する公式イベントカレンダー
への大会日の掲載、４）地元でのプレマスタ
ーズ大会の開催、等が挙げられる。メディア
パートナーとしては、競技者や地域へのイベ
ントの宣伝とスポンサーに付加価値を与え
るためのテレビ、ラジオ、紙面での協力が主
であり、高齢者がスポーツを行うこれまでの
固定観念を逆手に注目を煽る「カウンターメ
ッセージ」と呼ばれる情報戦略の効果性が認
められた。また、全世界における主要なスポ
ーツ・文化イベントカレンダーを作成し、各
イベントとの協力を得た上で、イベント会場
でのパンフレットの配布、ウエブサイトでの
紹介、特定の出版物の配布等を通して、国際
的な競技者や各スポーツ競技者、スポンサー、
ボランティアの各ターゲットに合わせなが
ら効果的なコミュニケーションメッセージ
が発信されている。 
また、地域レベルの大会を含め、多くの大

会では、費用的に効果的なコミュニケーショ
ンのツール、例えば、パンフレットやニュー
スレター、ウエブサイト、E メールによるニ
ースレターなどを主に活用し、まずは第１段
階として前大会のトピック・情報を大会への
理解度とユニークさを伝えるために準備始
動期に発信し、第２段階では、自国の大会準
備を進めていく中で、登録参加選手のトピッ
クに関するニュースリリースが効果的に行
われていた。マスターズスポーツ大会に対す
るメディアの関心は低いが、過去の大会に参
加した人々のストーリーをテレビの「バイオ
グラフィー」でアピールし、同時に、「Never 
too late（遅すぎることはない）」、「Challenge 
Never Ends（チャレンジは終わらない）」等
のメッセージをすり合わせた、啓発キャンペ
ーンを大会組織委員会を中心に精力的に行
ったことがオーストラリアやニュージーラ
ンドの大会運営で高く評価されている。これ
らの大会組織委員会ではこのメッセージの
到達性に関する効果測定を大会後に実施し
ており、大会参加者の約３分の２が、これら
のメッセージに対する記憶、関心、注目、と



いう行動を誘発するための心理学的条件に
作用し、口コミによるソーシャルサポートや
コンパニオンシップ（同伴性）の人的交流も
伴って大会参加の動機付けとなったことを
報告している。 
大会の経済的効果と文化的効果をインタ

ビュー調査や資料分析に基づいて行ったと
ころ、選手とその同伴者・家族・友人が長期
間ホスト国に滞在することによる観光経済
効果は共通して見られた。Ernst & Young 社
によるブリスベンでの国際大会開催による
経済効果の分析によると、クイーンズランド
州（約５０億円）、クイーンズランド州を除
くオーストラリア全体（約５００億円）、州
政府に約２億円、所得税収入約５億円の経済
効果をもたらし、イベント開催によるスタッ
フ採用によって 1160 年に及ぶ州内の雇用創
出と、州を除く国内全体で計 292 年間の雇用
を創出したと推計している。今後、熟年者の
スポーツへのニーズの拡大に加え、ツーリズ
ム志向の高まりによって、国際スポーツツー
リズム体験を提供するマスターズスポーツ
イベントの経済効果には益々関心が高まっ
ていくものと思われる。 
マスターズスポーツイベントの発展はこ

のような経済的効果だけではなく、文化的効
果も期待できる。国内外で開催されているマ
スターズスポーツ関連イベントを、「国際レ
ベル」、「複数国レベル」、「全国レベル」、「地
域レベル」からなる４つの開催規模レベル、
さらに、複数の競技種目が１つの大会で行わ
れる「複数種目開催型」および１つの競技種
目だけを行う「単種目開催型」からなる２つ
の大会タイプも合わせてレビューすると、
１）歩行・走力・サイクリング系（例：散歩，
陸上競技，トライアスロン）、２）体操・ダ
ンス・トレーニング系（例：体操競技，ウェ
イトリフティング，トランポリン）、３）水
泳系（例：水泳，ダイビング，水球）、４）
球技・チームスポーツ系（例：ラグビー，バ
スケットボール，サッカー）、５）アウトド
アスポーツ系（例：オリエンテーリング，ク
レー射撃，グライダー）、６）ウォーター・
マリンスポーツ系（例：レガッタ，ヨット，
サーフィン）、７）ウィンタースポーツ系
（例：アルペンスキー，カーリング，フィギ
アスケート）、８）武道・武術系（例：柔道，
フェンシング，レスリング）、９）ゲームス
ポーツ系（例：ダーツ，スヌーカー，ペタン
ク）の９分野、計 123 種目に及ぶ国内外のマ
スターズスポーツイベントが存在する。一般
的に熟年層を対象としたマスターズスポー
ツ競技種目の幅はユーススポーツと比較し、
狭く限定的に考えられている傾向が強かっ
た。しかし、マスターズスポーツが行われて
いる競技種目の範囲は広く、この各種目のマ
スターズスポーツ文化の拡がりと浸透が進
んでいく中で、エイジングとスポーツに対す
るこれまでのステレオタイプ（固定観念）が
改善され、生涯スポーツ文化全体の発展に繋

がっていくことが期待されよう。 
各イベントで展開されているこれらの事

業を内容分析に基づいて概念化した結果、主
体者、人、機会、環境の各条件の改善に関わ
る推進プログラムに大きく類型化された。効
果的な大会事業に見られる傾向としては、大
会計画策定において事業企画に偏りがなく、
これらの事業がパッケージ化されている特
徴が見られた。大会への参加促進のためには、
その活動を行う主体者自身の条件と、それを
取り巻く大会に関わる人、機会、環境の諸条
件の設定が必要となるため、大会事業の計画
についてもこれらの条件改善に見合う総合
事業戦略が求められる。特に分析で明らかに
なった効果的な事業展開については、主体者
の内的条件（動因）に直接作用する事業と、
外的条件（誘因）を高めていく事業を両軸と
し、前者は活動主体者の大会参加を押す意味
のプッシュ事業、後者は参加者を引き寄せる
意味でのプル事業と総称され、セット事業と
して捉えられている。いつつかの大会事例に
見られた非効果的な事業の特徴である“数打
てば当たる”の「乱射型」や、１つの戦略の
みに偏る「こだわり型」の事業ではなく、予
め設定した大会参加の動機目標を重視し、既
存事業の継続・修正・補充、あるいは新規事
業の導入をしていくことが効果的な大会を
開催することが重要であることが示唆され
た。 
大会プロモーション事業では、「事業」→

「条件」→「行動」→「便益」の４概念から
なる計画段階の重要性が強調され、事業が行
動に影響を及ぼす「事業」→「活動」といっ
た短絡的な図式ではなく、事業と行動の間に
介在する行動要因（条件）を明確にした上で、
その条件変化を目標とした事業開発を行う
ことが、スポーツ大会参加という比較的生起
しにくい行動を促がすためには重要となる
ことが明らかとなった。この計画作成の段階
で良いシナリオを描くことが重要であり、事
業実施後において、事業開始→参加条件の改
善→大会参加→大会便益の向上という一連
のドミノ効果は起こらず、プロモーション事
業は失敗に終わる危険性が高い。事業評価を
実施した大会情報の中で事業成果が観察さ
れなったケースを分析すると、代表的な例は、
事業→行動の間のミスマッチに集中してい
る傾向が見られる。最も多いパターンは「不
十分な条件目標の設定」であり、たとえ多く
の事業を実施していても、対象者の大会参加
にとって重要な個人的、人的、機会的、環境
的条件が見過ごされていたり、あるいは過小
評価されていたために、大会参加を生起させ
るような影響を及ぼす条件改善にはならな
かった仮説エラーとして表される。この他に
は、１）大会参加条件の目標を設定しながら
も対象者には関連性のない目標設定による
ケース、２）時間、労力、能力、財政面など
の不足により十分な大会推進事業を実行で
きなかったケース、３）大会参加条件設定は



適切であったが、その条件を改善するための
推進事業を開発できなかったケースが多い。
これらの原因を把握するためには、開催地域
でのターゲットとなった住民に対する大会
認知度や参加便益を評価してもらう住民に
対する住民評価調査と、事業を開発し提供し
ている当事者から事業展開の阻害要因を調
べる事業者評価調査の実施が求められる。マ
スターズスポーツへの参加活動は生起しに
くいライフスタイルであるため、それが開
始・継続されるためには様々な行動条件を必
要とするが、対象となる集団や地域独自の課
題条件を事前に認知し、計画内容の「ずれ」
を無くしておくことが重要となる。これらの
対象者評価調査と事業者評価調査から得ら
れる情報は、その「ずれ」がどこで生じたの
かを浮き彫りにする有効なデータとなり、対
象地域で留意しなければならない独自の課
題と今後の可能性を示す最も貴重なフィー
ドバック情報となる。 
 マスターズスポーツ大会のマネジメント
におけるプロモーション事業に関しては、今
後ますます各大会の事業策定能力が問われ
る。イベントガイドラインを義務的に施行し
たり、他の大会が行っている事業をただ単に
適用するのではなく、対象者が大会参加によ
ってどのように活性化したかという明確な
ビジョンを設定し、そのためにはどのような
大会参加条件の整備と改善が必要なのかを
その大会に応じて的確に判断し、それらの条
件改善を可能にするための開催地資源や潜
在性を投入し独自の事業を設定していくシ
ナリオ作成力がわが国ではより一層求めら
れる。 
 これまでの効果的な大会マネジメントによ
るマスターズスポーツ大会は様々な恩恵を
主催地や主催国に残してきた。マスターズス
ポーツ大会による便益は、「個人」、「交流」、
「経済」、「文化」、「未来」の主要側面が挙げ
らる。生きがいやアクテイブエイジング等の
個人レベルにおける「人生」の活性化を中心
に、対人交流、地域交流、国際交流、あるい
はマスターズスポーツに特徴的な世代間交
流を含めたコミュニケーションと相互理解
の活性化、また、観光・スポーツ産業に代表
される経済活性化が認められた。また、マス
ターズスポーツ大会は、成熟した生涯スポー
ツ文化のシンボルであるが故に、大会の開催
が起爆剤となり、生涯スポーツやスポーツツ
ーリズムの文化振興を加速化させる。さらに
は躍動する中高年アスリートの姿が、これま
でのネガティブな加齢観や高齢者像のステ
レオタイプや偏見を払拭し、明るく活力に満
ちた人生観を育むための未来に向けた教育
的・啓発的効果を生み出していくことも複数
の大会で実証されている。わが国では高齢化
が最も進展しているが、マスターズスポーツ
大会が教育的・啓発的な目標で実施されてい
るケースはごく僅かであり、その便益を生み
出すための大会マネジメントと事業立案が

強く求められる結果となった。 
大会マネジメントと便益との関係性を総

合的に分析した結果、大会開催計画の最終目
標を大会参加で終着させるのではなく、大会
参加がもたらす個人的・社会的効果を考慮し、
それらを便益目標として大会計画の段階で
設定していることが一致して見られる。マス
ターズスポーツ参加によって期待される個
人的・社会的効果は多くの中高年スポーツ参
加による便益研究によって立証されてきて
おり、大会計画においては開催によって生み
出されるこれらの予想便益を用いた大会便
益目標を設定し、その目標を達成するための
開催努力が行われている。大会便益目標の設
定は、大会計画を策定する必要性と大会を開
催することの社会的意義を与え、継続に向け
ての妥当性を持つことによって多方面から
の理解と協力による大会基盤の形成に寄与
する。同時に、大会計画にどのような効果が
見込めるのか、どのような効果を生み出した
いのかという最終ゴールとビジョンが明確
となり、計画作成側にとっては、この段階の
共有ビジョンが大会計画策定の始動の際の
直接的な原動力となり、計画を実践しさらに
多くの事業を展開する上での基本的な推進
力となる。高齢化が急速に進展するわが国で
は、マスターズスポーツ大会の開催便益が高
齢化に伴う個人や社会が直面する様々な課
題解決に繋がるシナリオを大会開催計画で
盛り込むことが重要であり、それらへの成果
情報を発信していく主催者側の努力が求め
られる。 
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